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か
と
思
う
。 

 

極
東
軍
司
令
官
は
、
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
将
軍
で
あ
る
。

こ
れ
は
終
戦
前
の
体
験
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ウ
ン
ト
バ

ッ
テ
ン
は
馬
来
半
島
に
は
上
陸
し
な
か
っ
た
。
本
に
も
そ

の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。 

 

私
が
憲
兵
隊
に
協
力
し
た
た
め
、
終
戦
時
に
終
戦
に
協

力
し
た
兵
も
憲
兵
隊
も
監
獄
に
入
れ
ら
れ
た
。
し
か
し

我
々
は
直
接
戦
犯
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
二
十
二
～
二

十
三
人
は
起
訴
さ
れ
た
。 

 

大
石
憲
兵
隊
長
は
絞
首
刑
、
他
十
数
人
も
絞
首
刑
、
他

に
多
数
の
者
が
処
刑
さ
れ
た
。 

朝
鮮
・
ソ
連 

従
軍
記 

愛
媛
県 

 

谷 

本 

祥 

聰 
 

 

  

私
は
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
九
月
二
十
六
日
、

愛
媛
県
伊
予
郡
中
山
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
四
月
一
日
、
広
島
県
福
山

市
の
歩
兵
第
一
四
一
連
隊
補
充
隊
第
三
中
隊
第
一
班
へ
入

営
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
谷
本
家
は
、 

 

祖
父 

 
 
 

健
在 

 
 

農
業 

水
田 

一
町
歩 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

畑 
 

一
反 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

山
林 

若
干 

 

祖
母 

 
 
 

健
在 

 
 

農
業 

 

父 
 

 
 
 

健
在 

 
 

農
業 

 

母 
 

 
 
 

健
在 

 
 

農
業 

 

本
人
（
長
男
）
健
康 

 
 

農
業 

 

妹
三
人 

 
 

健
在 

 
 

学
生 

以
上
の
よ
う
な
構
成
で
、
農
家
と
し
て
ま
あ
ま
あ
の
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。
我
が
兵
役
の
た
め
家
を
出
る
こ
と
は
、
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時
局
重
大
な
時
節
柄
、
国
民
の
義
務
と
し
て
、
当
然
の
事

と
家
族
は
覚
悟
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
入
営
の
た
め
家
を
出
て
福
山
へ
行
く
日
と
な
り

ま
し
た
。
私
の
場
合
は
私
独
り
だ
け
で
、
ヒ
ッ
ソ
リ
と
家

を
出
て
家
族
と
別
れ
、
郡
中
の
駅
か
ら
松
山
へ
、
高
浜
か

ら
尾
道
へ
、
そ
し
て
福
山
へ
と
行
き
ま
し
た
。
兵
舎
の
衛

門
を
通
る
時
も
見
送
る
人
は
な
く
、
大
し
た
感
慨
も
な
か

っ
た
で
す
。
本
当
で
す
。 

  

第
三
中
隊
第
一
班
（
小
銃
班
）
へ
編
入
さ
れ
、
今
ま
で

の
私
服
は
パ
ン
ツ
ま
で
脱
ぎ
、
真
新
し
い
越
中
褌
に
着
替

え
、
そ
の
上
は
官
給
の
襦
袢
（
ジ
バ
ン
）
、
腰
下
（
コ
シ
タ
）、

軍
袴
（
グ
ン
コ
）
、
軍
衣
で
す
。
新
兵
に
与
え
ら
れ
た
被
服

は
世
間
の
常
識
を
通
り
こ
し
た
「
こ
ん
な
も
の
着
せ
ら
れ

る
の
か
！ 

こ
れ
は
ま
さ
に
人
の
い
や
が
る
軍
隊
だ
な
。

今
か
ら
娑
婆
と
は
縁
切
り
。
頭
や
気
持
ち
の
一
〇
〇
％
の

切
り
換
え
だ
ぞ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。
初
年

兵
教
育
係
助
手
の
上
等
兵
殿
、
古
兵
殿
と
八
人
位
い
ま
し

た
。 

 

入
営
第
一
日
目
は
ま
あ
お
客
さ
ん
待
遇
で
、
す
べ
て
古

参
の
人
を
見
習
っ
て
、
内
務
班
教
育
や
躾
の
あ
り
方
を
見

聞
し
て
兵
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

 

二
日
目
か
ら
は
も
う
新
兵
と
し
て
ミ
ッ
チ
リ
と
仕
込
ま

れ
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
歩
い
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
皆
走
っ

て
い
る
。
そ
の
間
に
ビ
ン
タ
が
と
ぶ
。
対
抗
ビ
ン
タ
も
初

め
て
経
験
し
ま
し
た
。
と
に
か
く
軍
隊
と
は
敵
と
戦
争
を

し
て
勝
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
無
駄
、
隙
、
漫
然
、
冗
長
等
一

切
や
め
て
、
正
確
に
最
短
時
間
に
、
他
人
よ
り
も
優
秀
な

成
果
を
挙
げ
な
く
て
は
、
生
存
競
争
の
烈
し
さ
は
言
葉
で

は
言
え
な
い
位
だ
。
し
か
し
そ
の
中
に
も
戦
友
愛
と
い
う

暖
か
い
感
情
、
連
帯
感
、
か
ば
い
合
い
等
の
プ
ラ
ス
の
面

も
芽
生
え
て
く
る
。
そ
れ
が
時
間
、
歳
月
の
経
過
と
共
に
、

精
鋭
な
部
隊
に
仕
上
が
っ
て
行
く
の
で
す
。 

  

一
方
、
野
外
の
訓
練
は
、
芦
田
川
の
河
川
敷
を
練
兵
場

代
わ
り
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
と
に
か
く
き
つ
か
っ
た
。

班
長
殿
は
「
悟
り
が
悪
い
。
一
度
言
っ
た
ら
悟
ら
に
ゃ
い

か
ん
」
と
ビ
ン
タ
も
時
々
あ
る
。 
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軍
人
勅
諭
の
暗
記
の
時
、
詰
ま
っ
て
言
え
ぬ
と
即
ビ
ン

タ
。
と
に
か
く
ビ
ン
タ
は
多
か
っ
た
。 

昭
和
十
八
年
六
月
末
、
初
年
兵
教
育
終
了
。 

昭
和
十
八
年
九
月
中
頃
、
歩
兵
第
四
十
一
連
隊
へ
転
属

の
た
め
下
関
港
出
発
、
釜
山
へ
上
陸
。
朝
鮮
平
壌
着
。 

昭
和
十
九
年
二
月
、
補
助
憲
兵
要
員
と
し
て
平
壌
憲
兵

隊
へ
入
隊
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
九
年
四
月
二
十
九
日
、
上
等
兵
に
進
級
。
第
四

十
一
連
隊
第
九
中
隊
へ
編
入
。 

昭
和
二
十
年
五
月
、
兵
長
に
進
級
。 

 

平
壌
で
は
南
方
の
レ
イ
テ
島
へ
征
く
部
隊
の
見
送
り
に

駆
り
出
さ
れ
、
大
声
で
励
ま
し
て
は
武
運
長
久
を
祈
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

ま
た
こ
の
間
、
朝
鮮
人
兵
を
静
岡
県
で
の
農
作
業
に
使

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
平
壌
～
釜
山
間
を
有
蓋
貨
車
に
約

三
十
人
を
乗
せ
て
列
車
輸
送
で
、
私
は
そ
の
監
督
と
警
戒

を
兼
ね
て
乗
務
し
ま
し
た
。
そ
の
時
朝
鮮
人
兵
が
貨
車
よ

り
飛
び
降
り
て
脱
走
を
し
ま
し
た
が
、
幸
運
に
も
私
の
貨

車
か
ら
の
脱
走
は
な
く
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。 

 

一
方
、
補
助
憲
兵
と
し
て
の
教
育
は
隊
内
で
行
わ
れ
、

腕
章
（
白
い
布
地
に
赤
文
字
で
憲
兵
と
朱
書
き
さ
れ
た
）

を
腕
に
巻
い
て
い
ま
し
た
。
業
務
と
言
え
ば
、
物
資
、
食

糧
の
流
通
が
悪
い
た
め
の
ヤ
ミ
物
資
の
取
締
り
（
こ
の
経

済
取
締
り
は
日
本
内
地
で
も
、
戦
争
中
か
ら
終
戦
後
久
し

く
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
）
を
行
っ
た
り
、
思

想
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
朝
鮮
人
の
逮
捕
等
を
し
て
お
り
ま

し
た
。 

  

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
思
い
も
か
け
ぬ
終
戦
で
す
。

皆
呆
然
と
し
て
な
す
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
で
し
た
。 

 

「
エ
ー
イ
ッ
。
負
け
た
ん
じ
ゃ
！ 

酒
で
も
呑
む
か
！
」

と
隊
内
の
規
律
も
乱
れ
勝
ち
と
な
る
。
上
か
ら
の
訓
示
で

「
自
重
、
静
観
、
慎
重
、
無
事
帰
国
、
日
本
の
再
建
」
を

諭
し
て
く
れ
る
。
や
は
り
日
本
の
軍
隊
で
あ
る
。
軍
紀
風

紀
を
厳
に
し
て
、
元
の
整
然
と
し
た
軍
隊
生
活
を
取
り
戻

し
ま
し
た
。
が
、
外
部
は
そ
う
で
は
な
い
。
尖
鋭
グ
ル
ー

プ
に
扇
動
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
不
満
分
子
に
よ
る
、
暴
行
迫

害
の
被
害
も
少
な
く
な
い
。 
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そ
の
中
に
ソ
連
軍
が
平
壌
へ
来
て
、
日
本
軍
は
抑
留
さ

れ
ま
し
た
。
我
々
は
前
後
の
事
情
を
考
え
て
隠
忍
自
重
、

泣
き
の
涙
で
歯
を
食
い
し
ば
り
辛
抱
す
る
し
か
な
い
状
況

で
し
た
。
敗
戦
と
い
う
異
状
事
態
に
翻
弄
さ
れ
る
経
験
は

日
本
開
闢
以
来
の
こ
と
。
日
本
の
戦
争
指
導
、
戦
局
運
営

の
拙
さ
、
反
省
し
将
来
二
度
と
敗
戦
の
憂
き
目
を
見
て
苦

し
む
な
ん
て
事
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

満
ソ
国
境
の
戦
闘
と
抑
留 

香
川
県 

 

大 

塩 

義 

武 
 

 

  

私
は
香
川
県
さ
ぬ
き
市
津
田
町
鶴
羽
に
、
大
正
六
（
一

九
一
七
）
年
十
一
月
二
日
生
ま
れ
ま
し
た
。
家
は
代
々
半

農
半
漁
の
生
活
で
す
。
三
人
兄
弟
で
弟
は
大
正
九
年
生
ま

れ
で
す
が
現
役
で
満
州
に
入
隊
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）

年
八
月
二
十
日
、
牡
丹
江
付
近
で
戦
死
し
ま
し
た
。 

 

妹
は
大
正
十
三
年
生
ま
れ
で
す
が
、
昭
和
二
十
年
四
月

病
死
し
ま
し
た
。
父
親
は
私
が
十
五
歳
の
時
病
死
し
て
母

親
が
家
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

私
も
指
物
大
工
を
し
て
い
ま
し
た
が
戦
争
の
た
め
資
材

が
無
く
な
り
店
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

昭
和
十
四
年
一
月
、
満
州
国
の
警
察
官
の
採
用
試
験
が

高
松
市
の
武
徳
殿
で
あ
り
、
受
験
し
ま
し
た
。
受
験
者
八

十
二
人
あ
り
学
科
で
十
二
人
合
格
、
体
格
検
査
で
九
人
と

な
り
、
身
元
調
査
の
結
果
、
香
川
県
で
は
僅
か
五
人
が
合




